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私が以前にしていた仕事は・・・





ジョブチューン 11月7日土曜日夜7時からMBSで放映
あの職業の秘密ぶっちゃけます 元警察官、科捜研心理科長出演





ウソ発見「カードテスト」

被検者：MOZUの西島秀俊 45歳

検査者が後ろを向いている状態で

西島がトランプのハート ２、３、４、５、６

の5枚から1枚を引く

口頭で30秒おきに質問 返答はすべて「いいえ」

ポリグラフの記録から、西島がひいたカードを当てる？
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本日の話題

犯罪の発生件数
特に、子どもが被害に遭いやすい犯罪とは？

犯罪の暗数とは？
これまでに子供がどんな事件にあっているのか
こどもを守る防犯活動に向けて

＊皆さんの知識を試す「犯罪捜査検定」の実施



マスコミの報道では「最近、犯罪はま
すます、凶悪になり、巧妙化して、件
数も大幅に増えている」というけれど

実際には、1年間にどれくらいの数の

犯罪が発生しているのか？

最近の犯罪情勢



2015 (
2014

A 1 2,100
B  1,210
C 121
D 12 1
E 1 2,100



2014 121

(



A
B
C
D
E



1
3/4



A
B
C
D
E



これまでに紹介した子どもに対する凶悪事件の容疑者の共通点はなん
でしょうか？

これまでに紹介した子どもに
対する凶悪事件の容疑者の
共通点はなんでしょうか？



これまでに紹介した子どもに対する凶悪事件の容疑者の共通点

2015年寝屋川事件 中学生に暴行の前科

1988-89年 宮崎勉事件 前科はないが、幼児ら4人を次々殺害

1990年小学4年生を9年間監禁 直前に同種の事件で執行猶予中

2001年池田小学校事件 被害者は子どもでないが多数の傷害事件

2004年奈良小1殺害事件 同種の事件で2度の逮捕

2005年広島小1殺害事件 ペルー国内で同種事件 指名手配中

子どもに対する凶悪事件ではほとんどの事件で前科あり

＊子どもに対する性犯罪は繰り返されることが多い





子供への性犯罪、再犯の５４％が出所１年以内

 １３歳未満の子供への強制わいせつや強
姦などで服役し、２００５年６月以降に
出所した７４０人のうち、１０５人が再び
性犯罪で摘発

再犯者の５４％にあたる５７人の犯行が
出所後１年以内

（2010年11月4日 読売新聞）



犯罪捜査検定第9問 子どもに対する性犯罪防止のために実施された施策は？

A 子どもに対する性犯罪者のうち凶悪のものは必ず、死刑にする

Ｂ 子どもに対する性犯罪者は懲役期間を20年以上にして、若いう
ちはなるべく刑務所から出さない

Ｃ 子どもに対する性犯罪者は懲役中に矯正プログラムを受けさせる

Ｄ 子どもに対する性犯罪者は刑務所を出るときに、体内にGPSを
埋め込んで、いつ、どこにいるかを、つねに警察が行動監視する

Ｅ 子どもに対する性犯罪者は刑期を終えた後でも、インターネット
などで住所や仕事先について情報公開し、警戒を呼び掛ける



性犯罪は刑務所から出さなければいいのか
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刑を重くするだけでは不十分なので、2つの制度改善

刑事施設ニ於ケル刑事被告人ノ収容等ニ関スル法律
の改正

(1)

(2)



米国では、子どもの性犯罪被害はどうなっているか？



アメリカでミーガン法が成立（1994年）

1994年7月29日、ニュージャージ州のミーガン・カンカ
ちゃん（７歳）が自宅向かいに住むジェス・ティメン
デュカス(32歳）に「子犬を見せて上げる」といって自
宅に連れ込まれ、強姦され、殺される

この事件の容疑者は過去に複数の幼女強姦事件

3ヶ月後の10月31日、ニュージャージ州議会で、最
初のミーガン法成立。

92



ミーガン法：元受刑者が釈放後も、情報を地域に公開

氏名，社会保険番号，年齢，人種，性別，生年月日，身
長，体重，髪および目の色，住所，居所，雇用の日時場所

有罪判決を受けた年月日と場所，起訴番号，指紋，性犯罪
の内容

釈放前に，郡の検事が性犯罪者の再犯の危険性を１－３まで
の段階で評価し、低危険度であれば警察のみ，中危険度であれ
ば，学校，宗教団体，青年のためにプログラムをおこなう団体
（ボーイスカウトなど）へ，さらに高危険度であれば，警察官が
性犯罪者の居住する地域に出向いて情報を配付。
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大阪でも2012年にミーガン法成立

子供に不安を与える行為や子どもを威迫する行
為の禁止、性犯罪の刑期満了者に対する対応
策等について定めた「大阪府子どもを性犯罪から
守る条例」が2012年3月23日府議会で可決。
１８歳未満の子供への性犯罪前歴者に出所
後５年間、住所や連絡先の届け出を全国で初
めて義務付け



犯罪捜査検定第９問 子どもに対する性犯罪防止として実施された施策は？

1.子どもに対する性犯罪者のうち凶悪のものは必ずは死刑にする

2.子どもに対する性犯罪者は懲役期間を20年以上にして、若いう
ちはなるべく刑務所から出さない

3.子どもに対する性犯罪者は懲役中に矯正プログラムを受けさせる

4.子どもに対する性犯罪者は刑務所を出るときに、体内にGPSを埋
め込んで、いつ、どこにいるかを、つねに警察が行動監視する

5.子どもに対する性犯罪者は刑期を終えた後でも、インターネットな
どで住所や仕事先について情報公開し、警戒を呼び掛ける



こどもを守る防犯活動に向けて

子どもに伝えておきたいこととは

子どもから上手に話を聞き出すには

子どもを守るには



子どもは、いつ、どこで犯罪にあっているのか



子供被害のわいせつ・誘拐事件の発生時間帯

7-12

13-18

19-24

1-6



犯罪捜査検定第10問 子どもはどこで犯罪にあっているか？

Ａ 学校

Ｂ 公園のトイレ

Ｃ 自宅の中

Ｄ 路上

Ｅ スーパーなどの駐車場



子供被害のわいせつ事件の発生場所



犯罪捜査検定第10問 子どもはどこで犯罪にあっているか？

Ａ 学校

Ｂ 公園のトイレ

Ｃ 自宅の中

Ｄ 路上

Ｅ スーパーなどの駐車場



子どもが、「犯罪の被害者」になりやすい理由

無防備で、警戒心がない

体力的に劣る

だまされやすい

口止めしやすい



家庭でするべきこと

防犯ベルを持たせる(外から見えるように）

GPS付きの携帯電話をもたせる

危険な場所を教える(通学路の危険マップづくり）

緊急の連絡先を書いたメモを持たせる

大声を出す練習（大きな声で挨拶）



子どもと通学路を一緒に歩いてマップ作り



公園で遊ぶときの「おやくそく」

ひとりで遊ばない

公園のトイレはひとりでいかない

幼い子どもであれば、親がついて
行く



友達の家に行くときの「おやくそく」

行き先を告げてでる習慣

帰宅の時間を決める

通る道を決めて、寄り道をしない

不必要なお金は持たない

場合によっては、行き先の親とも連絡（「今、帰
りましたよ」の電話）



地域でやるべきこと

子供110番の設置

地域のパトロール

不審者を見つけたらメールの一斉
送信



犯罪の被害に遭ったしまったこどもに接する際の注意点

わいせつ犯の巧妙な口止めとは

正確に子どもの話を引き出すには

被害にあった子どもに、決して言っ
てはいけないこととは

今日の講演の中で最も重要な部分



わいせつ犯の巧妙な口止め

おじさんと君のふたりの秘密だよ、おかあさんに
は絶対内緒だよ

お父さんやお母さんのこのことを話したら君も叱
られるよ

他の人に言わないでいてくれたら、もう来ないよ

他の人に言えないようなことを君もしたんだよ



わいせつ被害にあったこども

自分は汚されてしまったという思い

親の言うことを聞かなかったので親
にしかられるかもしれない、

親に見捨てられるのではないか

という不安→なかなか話をしない



自分が悪いという意識を持たせない

ふだんから、「知らないひとに、体を触らせちゃだめよ」



被害にあったこどもに対して・・・

悪いのは、体を触ってきたひとであって触られた子どもは悪く
ないと言うことを教え込む

被害にあった友達に対して、「触られた方が悪い」といった偏
見を持たせない教育

被害にあっても、立ち直っていける強さを育てておく

そういう被害にあいそうになったら、一所懸命逃げる

親や先生はいつも子どもを信頼して、助けようと精一杯の努
力をしていることを理解させる



子どもから話を聞きだすために・・・

YES、Noで答えるような質問をしない

○○されたの

××じゃなかったの

誘導が起きたり、子どもの記憶が変わったりするばかりで
なく、混乱して適当に答えてしまうことがある
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正確に子どもの話を引き出すには

感情的にならない

結果を急がない

おびえさせない

同じことを何回も聞かない

矛盾したことをいっても怒らない

被害にあったのは子どもが悪いからではないことを伝え、聞
き取り者は子どもを信頼していることを理解させる



被害にあった子どもに、決して言ってはいけないこと

どうして早く言わなかったの

→言いにくいことを話してくれてありがとうという感じで

だから、留守番中に玄関を開けてはだめとあれほど言ったじゃないの

→子供自身も悪いことをしたと思わせてしまわないように

あのことはもう、早く忘れなさい

→子供を追い詰めてしまわないように

子供のダメージが深刻と思えたら、専門のカウンセラーに相談する



普段からの信頼関係の構築

見捨てられたりはしない、話せばわ
かってもらえる、と信頼されている

頭ごなしに叱らない

恐怖心でコントロールしない



皆さんなら、こんなときどういいますか？

岡本拡子・桐生正幸

幼い子どもを犯罪から守る

（北大路書房）































犯罪者が犯罪をしにくい街とは？

2015/12/5
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みんなが声をかけあう街
みんなが顔見知りで仲が良い



今日の結論：地域でできる防犯のポイント

まち全体で、子どもは、ゾーンで守る
（不審者をまちに入れない）

親にも仕事があり、常に子供を監視でき
ないので、地域の住民が、子どもを見守
り、子どもが犯罪に遭う機会を減らす（虐
待、性犯罪）



最近、気になることは



犯罪の起きやすい街とは？

割れ窓理論（Broken Window Theory）

ガラス窓が割れたまま放置されている

街の中にゴミがおちている

2015/12/5
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地域住民が自分の街に無関心、他人にも無関心

住人以外の人間がまちに入ってきても気づかない
犯罪者が犯罪をやりやすいまち



酒鬼薔薇聖斗の最近の行動

1997年5月２４日 兵庫県神戸市須磨区で小学生を殺害

「酒鬼薔薇聖斗（さかきばらせいと）」名の犯行声明文
第1事件２月１０日 小学生の女児２人ショックレスハンマでーで殴り、

ひとり重傷

第２事件３月１６日 小学生女児１名をげんのうで殴り、殺害

１名を刃物で刺し、２週間の怪我

 ６月２８日 14歳の中学生を逮捕

 １０月１３日 関東医療少年院送致

2004年3月10日 東北少年院（中等少年院）仮退院

2005年1月1日 本退院



神戸連続児童殺傷事件

 「絶歌」の出版 3000万円の印税

 ホームページの立ち上げ

http://www.sonzainotaerarenaitomeisa.biz/
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